
健康と安全はすべてに優先する

校長 竹下 誠

気温が低めではあったものの天候にも恵まれ，2025年が
スタートしました。12月末に，本校の学校評議員でもあり，
牧園地区自治公民館長の隈元仁志さんにご指導いただいて
設置した門松が，きっと縁起の良い年神様を迎えてくれた
ことだろうと思います。昨年の正月は，能登半島地震や航
空機事故の発生で非常に重苦しい雰囲気がありましたが，
今年は穏やかな年明けだったように思います。
そのような中，今月13日には，日向灘を震源とする地震

が発生し，鹿児島でも大きな揺れを感じました。平成7年1
月の阪神淡路大震災，平成23年3月の東日本大震災，平成28
年4月の熊本地震，そして，昨年の能登半島地震など，これ
までも大きな地震が発生しています。さらに，日本の広い
地域に甚大な被害をもたらすであろうと推測されている南
海トラフ地震も，今後30年の内に発生する確率が80パーセ
ントと言われています。
しかし，いざという時への備えが必要であることは分か

っていても，日頃はあまり深く考えていない人の方が多い
のではないかと思います。また，人間には思わぬ出来事に
慌てないように，自然と心の平穏を保つ働きが備わってい
るそうで，日常生活で問題に直面したときにも，それなり
に対応できる力があるそうです。ところが，大災害など未
経験の事態に遭遇した場合，この働きが過剰反応し，脳が
処理できなくなることがある「正常性バイアス」という現
象も起こりがちです。
学校では，毎年，避難訓練を実施して災害発生時に備え

ていますが，子どもたちには自宅で災害に遭遇したときに，
いかに安全を確保するかが最も大事であると指導していま
す。災害発生時の対応として「自助」「共助」「公助」があ
りますが，先ずは自分の命は自分で守る「自助」の意識を
強く持って対応する力が必要と言えます。
冬休み中は，事故等も無く，子どもたちも元気な様子で

３学期を迎えました。始業式では代表の生徒が新年の抱負
を力強く述べてくれました。短い学期ではありますが，本
校のスローガン「健康と安全はすべてに優先する」の言葉
通り，自分の命を大切にして健康・安全で元気な毎日を送
り，今年一年を素晴らしい年にして欲しいと思います。今
年もよろしくお願いいたします。

２学期「もっと素晴らしい牧園中になるには」
学校評価アンケート集計結果

１学期と比較すると，学習や学校行事の取り組みに関する評価が上昇していまし

た。メディアコントロールの項目は低い評価で課題があります。また,保護者の皆

様からのアンケートの結果やご意見は職員会議等で,全職員で改善に向けて共通理

解を行っております。今後､頂いたご意見を参考に,生徒の「知・徳・体」がバラン

スよく向上するための教育活動を進めてまいります。

２月行事

１月30日(木) ３年授業参観，・学年PTA
１月31日(金) １，2年キャリア教育講演会（5･6校時）
５日(水) 牧園中学校入学者説明会（部活動見学あり）
12日(水)～14日（金) 学年末テスト
17日（月）県下一周駅伝観戦⑤
20日(木) １，2年授業参観・学年PTA

★家庭教育学級 ★家庭教育学級閉級式
23日(日) メディアコントロールデー＆子どもと一緒に読

書の日

「春の祭典」銀賞受賞！

1月18日（土）に令和６年度県中学校音楽コンクール「春の祭
典」（合唱）が鹿児島市の宝山ホールで行われました。牧園中学
校からは2年生が参加しました。短い期間のなかで，クラス一丸
となって練習してきた成果を見事発揮できました。保護者の皆
様方には遠路会場まで応援に駆けつけていただき感謝申しあげ
ます。以下は審査員講評です。

指揮者→けがをしながらも，しっかりと音楽をしている姿，かっこいい！
ピアノ→豊かな音楽性があふれる良いピアノ！！good!
第一声の素晴らしい歌声に耳をひきつけられました。男子のハミングの

響き，女子の明るい音色が心に残ります。誠実な皆さんの音楽はとにかく
良かった。ブラボー！

鹿児島学力・学習状況調査（CBT）

1月16～22日に，中１・２を対象に鹿児島学力・学習状況調査を行い
ました。今年度は，鹿児島県では初めてCBT（Computer Based Testing
＝端末における調査）方式で行いました。端末操作や資料読み取りな
どの情報活用能力も含めた新時代に求められる「確かな学力」の育成
を図るとともに，迅速に採点等ができることで，忘れないうちに復習
しやすくなります。CBT方式で行うことで採点が速くでき，生徒は解い
た調査問題をすぐに振り返ったり，自身の結果分析を基に類題に挑戦
して苦手が克服できるよう学べるようになります。


